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人
事
院
は
８
月
８
日
、
国
家

公
務
員
の
賃
金
を
０
・
17
％
引

き
上
げ
る
勧
告
を
行
い
ま
し
た

が
、
生
活
実
態
か
ら
み
れ
ば
、

生
活
改
善
に
は
程
遠
い
水
準
で

す
。
し
か
も
、「
現
給
保
障
額
」

を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
か
ら
圧

倒
的
多
数
の
職
員
の
賃
上
げ
は

ゼ
ロ
で
あ
り
、
地
域
手
当
の
な

い
市
町
で
は
、
こ
れ
に
よ
る
改

善
も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
と
地

方
の
賃
金
格
差
を
一
層
拡
大
さ

せ
、
地
方
の
民
間
賃
金
と
地
域

経
済
を
一
層
冷
え
込
ま
せ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
総
務
省
に

よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
押
し
付

け
を
許
さ
ず
、
県
人
事
委
員
会

に
「
水
準
調
整
」
を
求
め
る
と

と
も
に
、
県
内
全
て
の
公
務
公

共
労
働
者
の
賃
上
げ
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

　

市
労
連
が
実
施
し
た
夏
期
要

求
交
渉
（
６
月
）
に
お
い
て
市

当
局
か
ら
、
多
く
の
職
員
の
大

幅
給
与
削
減
に
つ
な
が
る
「
大

津
市
人
事
・
給
与
構
造
改
革
案
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
改
悪
内

容
の
軸
は
、
非
管
理
職
層
の
最

高
号
給
の
引
き
下
げ
と
主
幹
級

（
５
級
）
の
廃
止
に
よ
る
給
与

水
準
の
大
幅
引
き
下
げ
で
す
。

管
理
職
に
昇
任
し
な
い
と
給
与

水
準
が
大
き
く
低
下
す
る
制
度

に
変
え
る
こ
と
で
、
管
理
職
へ

の
昇
任
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ

る
と
い
う
、
到
底
認
め
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。
市
労
連
は
こ
の

間
の
交
渉
で
、
労
使
合
意
な
し

に
強
引
に
実
施
し
な
い
こ
と
を

強
く
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

　

人
事
・
構
造
改
革
提
案
に

至
っ
た
経
緯
は
、
市
当
局
が

２
０
１
４
年
度
に
実
施
し
た
職

員
意
識
調
査
（
コ
ン
サ
ル
委
託
）

の
結
果
、
職
員
の
望
む
声
と
し

て
「
非
管
理
職
の
給
料
が
管
理

職
の
給
料
を
上
回
る
構
造
を
見

直
す
こ
と
」
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
意
見
に
対
し

て
、
施
策
方
針
で
は
「
管
理
職

の
制
度
改
正
や
処
遇
改
善
に
期

待
や
関
心
が
あ
る
」
と
分
析
を

し
て
い
ま
す
。
職
員
意
識
調
査

に
答
え
た
職
員
は
、
給
与
削
減

に
よ
る
方
策
を
決
し
て
望
ん
で

は
い
ま
せ
ん
。
職
場
の
期
待
を

裏
切
る
許
さ
れ
な
い
改
悪
提
案

と
い
え
ま
す
。

　

市
当
局
は
、
こ
の
改
革
を

「
昇
任
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
頑

張
っ
た
ら
報
わ
れ
る
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く

制
度
と
し
て
い
く
」
と
言
い

な
が
ら
、
一
方
で
「
ポ
ス
ト

管
理
を
徹
底
し
、
昇
任
枠
を

抑
制
す
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

組
合
が
意
識
調
査
の
結

果
・
分
析
と
方
策
の
矛
盾
点

を
追
及
す
る
と
、「
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
や
財
政
問
題
な
ど

の
課
題
が
あ
る
」
と
回
答
し
、

総
人
件
費
削
減
が
目
的
の
背

景
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

　
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
も
現
給
保
障
の
経
過
措

置
中
で
あ
り
、
地
域
手
当
が
上

が
ら
な
い
大
津
市
は
民
間
給
与

水
準
の
維
持
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
は
、
市
当
局
も
認
め
て
い

ま
す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
顧

み
な
い
、削
減
あ
り
き
の
提
案
は
、

人事・給与構造改革提案について夏期交渉にのぞむ大津市労連
　

県
労
連
・
滋
賀
春
闘
共
闘
は
、

８
月
10
日
草
津
市
内
で
最
低
賃

金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

全
労
連
の
井
上
久
事
務
局
長
を

招
い
て
「
な
ぜ
、
い
ま
最
低
賃

金
な
の
か
」
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
か
ら
転
換
し
、
地
場
産

業
と
中
小
企
業
を
支
援
し
な
が

ら
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
地
域
循
環
型
経
済
へ
の
転

換
を
め
ざ
し
て
、「
全
国
一
律

最
賃
の
実
現
を
」
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
踏
み
出
す
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

第
58
回
自
治
体
学
校
が
７

月
30
日
か
ら
８
月
１
日
の
３

日
間
、
神
戸
市
内
で
開
催
さ

れ
、
滋
賀
自
治
労
連
か
ら
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
神
戸
市
外
国

語
大
学
で
開
か
れ
た
分
科

会
「
公
務
の
非
正
規
化
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
何
を
も
た
ら

す
か
」
に
は
80
名
の
参
加
が

あ
り
、
非
正
規
雇
用
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
化
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

滋
賀
自
治
労
連
は
、「
指

定
管
理
施
設
で
働
く
公
務
公

共
関
連
労
働
者
と
労
働
組

合
」
と
題
し
て
報
告
。
指
定

管
理
施
設
の
労
働
者
や
制
度

に
関
心
を
持
つ
各
地
の
市
議

会
議
員
な
ど
か
ら
多
く
の
質

問
や
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
・
２
日
に
は
「
第

13
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集

会
in
茨
城
つ
く
ば
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
研
究
集
会
に
は

積
極
的
な
参
加
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

滋
賀
自
治
労
連
は
８
月
３

日
、
県
労
連
・
滋
賀
春
闘
共

闘
の
大
津
駅
前
で
の
最
賃
宣

伝
に
参
加
し
、「
最
低
賃
金
を

１
０
０
０
円
に
」「
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
を
な
く
そ
う
」
と
県
民
に

訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滋
賀
の
若
者
憲
法

サ
ー
ク
ル
「
し
ー
こ
ぷ
。」
は

７
日
、
炎
天
下
の
草
津
市
内

を
「
賃
金
を
上
げ
る
た
め
み

ん
な
で
声
を
上
げ
よ
う
」
と

デ
モ
行
進
し
、
最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
運
動
が
市
民
・
県

民
運
動
に
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
10
日
に
開
か
れ
た
滋
賀

県
の
最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、

県
労
連
の
山
元
大
造
事
務
局

長
が
出
席
し
「
最
低
生
計
費

調
査
か
ら
月
22
万
円
・
時
給

１
５
０
０
円
が
必
要
」
と
意

見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
中
央

の
目
安
通
り
24
円
引
き
上
げ

で
７
８
８
円
と
答
申
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
一
律
最
賃
制
の

実
現
を
求
め
る
声
を
一
層
強

く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最賃シンポジウムで今後のアクションプランを確認（8/10）

大津駅前での最賃宣伝（8/3）

最賃は 1500 円にとデモ行進する若者（8/7）

絶
対
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
の
改
悪
が

実
施
さ
れ
て
し
ま

う
と
、
県
内
他
市

町
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能

性
も
強
く
、
滋
賀

県
全
体
の
問
題
と

し
て
運
動
を
強
め

て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

神
戸
で
第
58
回

自
治
体
学
校
　
３
名
参
加

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
賃
金
の
底
上
を

最
賃
７
８
８
円
で
は
暮
ら
せ
な
い

引
き
上
げ
求
め
宣
伝
・
デ
モ
行
進

「
大
津
市
人
事
・
給
与
構
造

改
革
案
」
は
白
紙
撤
回
を
！

年３％ＵＰでも１０００円到達は１０年後
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◎
　
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
競

泳
に
、
柔
道
に
、
体
操
に
、
日

本
人
選
手
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
見
応
え

が
あ
り
、
楽
し
い
毎
日
で
す
。

（
日
野
町
職
労
　
齋
藤
篤
志
）

◎
　
今
年
の
夏
は
か
な
り
暑

く
、
順
調
に
水
稲
が
生
育
し
て

い
ま
す
。

（
滋
賀
県
職
　
川
上
耕
平
）

◎
　
暑
す
ぎ
る
今
年
の
夏
。
子

ど
も
も
指
導
員
も
熱
中
症
に
注

意
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
乗
り

切
っ
て
い
ま
す
。

（
大
津
市
労
連
　
森
田
照
美
）

◎
　
夏
本
番
！
息
子
た
ち
と
家

の
断
捨
離
を
し
て
ま
だ
ま
だ
進

化
中
。
や
っ
と
ス
ッ
キ
リ
！

（
自
治
労
連
近
江
八
幡
市
職
　

中
川
浩
子
）

　
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
が
初
め

て
外
国
人
監
督
を
迎
え
て
共

同
制
作
し
た
作
品
で

す
。

　
主
人
公
は
、
嵐
で

あ
る
島
に
流
れ
つ
い

た
一
人
の
男
。
彼
は

ウ
ミ
ガ
メ
や
カ
ニ
し

か
い
な
い
無
人
島
か

ら
何
度
も
脱
出
を
試

み
ま
す
が
、「
見
え

な
い
力
」
に
よ
り
、

島
に
引
き
戻
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
し
た
。

あ
る
日
謎
め
い
た
一

人
の
女
と
出
会
っ
た

こ
と
か
ら
、
彼
の
運
命
は
変

わ
り
は
じ
め
ま
す
―
―
。

　
監
督
は
、
前
作
の
『
岸
辺

の
ふ
た
り
』
で
世
界
的
に
高

い
評
価
を
受
け
た
オ
ラ
ン
ダ

人
の
マ
イ
ケ
ル
・
デ
ュ
ド
ク
・

ド
ゥ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
。
８
分
間

の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映

画
で
、
父
と
娘
の
数
十
年
に

及
ぶ
絆
を
描
き
ま
し
た
。
特

徴
的
な
の
は
、
台
詞
が
一
切

な
い
こ
と
で
す
。

　「
レ
ッ
ド
タ
ー
ト
ル
」
に

も
そ
の
手
法
は
生
か
さ
れ
、

80
分
の
上
映
時
間
中
、
主
人

公
は
一
言
も
発
し
ま
せ
ん
。

　
９
月
17
日
よ
り
全
国
東
宝

系
に
て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。

１
　
ユ
ー
カ
リ
の
葉
が
食
料

２
　
レ
ベ
ル
。
生
活
…
…
が
高
い

３
　
カ
ッ
パ
巻
き
も
こ
の
一
種

４
　
大
韓
民
国
の
首
都

５
　
甘
柿
と
…
…
柿

６
　
北
国
の
反
対
語

９
　
夏
は
冷
や
奴
、
冬
は
？

11
　
…
…
に
金
棒

14
　
…
…
か
ら
墓
場
ま
で
の
社
会
保

　
　
障
ス
ロ
ー
ガ
ン

15
　
英
雄
・
坂
田
金
時
の
幼
名

16
　
香
り
の
よ
い
キ
ノ
コ

（
応
募
方
法
）

　
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家

族
の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と

お
書
き
く
だ
さ
い
。

（
送
り
先
）

〒
５
２
０
ー
０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３
ー
３０

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
Ｆ

滋
賀
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

ＦＡＸ
０
７
７
（
５
２
７
）
５
５
２
２

（
締
切
）
九
月
十
五
日

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図
書

券
を
進
呈
し
ま
す
。

《
２
５
８
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者
》

東
浦
光
紀
　（
滋
賀
県
職
）、
徳

尾
　
進
（
大
津
市
労
連
）、
髙

木
彰
子
（
栗
東
市
職
）

《
応
募
数
と
正
解
》

応
募
総
数
は
14
通
。
正
解
は
、

「
ネ
ッ
タ
イ
ヤ
」
で
し
た
。

18
　
…
…
の
道
は
ヘ
ビ

19
　
心
の
働
き
。
…
…
不
明

21
　
安
保
法
は
や
っ
ぱ
り
…
…

23
　
地
上
の
異
変
。
天
変
…
…

24
　
苦
し
い
…
…
の
神
だ
の
み

「
い
の
ち
」
を
め
ぐ
る
ジ
ブ
リ
の
新
作

マ
イ
ケ
ル
・
デ
ュ
ド
ク
・
ド
ゥ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
監
督

「
レ
ッ
ド
タ
ー
ト
ル
　
あ
る
島
の
物
語
」　

１　秋桜と呼ばれる花
４　贈り物のけんそん語
７　……ラブユー
８　９月 22 日は……の日
10　ラジカセは……カセッ
　　トの略
12　１……は１００セント
13　輸出の反対語
15　花札の９月の花
16　スーパー・ウルトラ・
　　アンパンの共通語
17　理屈に合わないこと。　
　　……な要求
19　……省略。……同文
20　縁日などに並ぶ店
22　足が疲れる仕事です
25　映画やＴＶの野外撮影
26　売り上げ低迷。不……
27　金銭に関する運・不運

【問題】　二重ワクの文字を、Ａ～Eの順に並べてできる言葉は、なに？

日米合同演習反対
あいばの集会　　

日　時：9月 11日（日）12：45~15：00
会　場：高島市今津駅前 :住吉公園
内　容：集会とデモ

滋賀の介護を
　　考える集い
日時：10月 2日（日）　13：30
会場：草津市民交流プラザ中会議室
講師：立命館大学教授　小川榮二さん

　

８
月
は
、
県
内
で
も
、
各
自
治
体
や
団
体
が
平
和
に
関
わ
る
式
典

や
写
真
展
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
ま
す
。
滋
賀
自
治
労
連
や
各
単

組
・
組
織
で
も
、
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、「
自
治
体
労
働
者

は
二
度
と
赤
紙
を
配
ら
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
各
団
体
や
地
域
住

民
と
協
力
し
、
反
核
・
平
和
の
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
全
保
障
関
連
法
の
施
行
や
憲
法
改
正
の
動
き
を
め
ぐ
り
、
自
衛
隊

員
が
海
外
で
命
を
落
と
す
リ
ス
ク
や
、
日
本
が
テ
ロ
の
対
象
と
し
て

狙
わ
れ
る
不
安
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
滋
賀
自

治
労
連
は
引
き
続
き
、
憲
法
を
守
り
、
い
か
す
立
場
で
反
核
平
和
の

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
反

核
・
平
和
マ
ラ

ソ
ン
が
８
月
９

日
に
開
催
さ

れ
、ラ
イ
ダ
ー
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
４
つ
の
コ
ー
ス
に
の
べ

52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
と
ラ
イ
ダ
ー
の

参
加
者
は
、
朝
９
時
に
長
浜
市

役
所
を
出
発
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

総
勢
52
人
が
リ
レ
ー

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
各
自
治
体

に
平
和
行
政
の
推
進
な
ど
を
要

請
し
、
温
か
い
声
援
を
受
け
な

が
ら
県
内
を
南
下
。
大
津
パ
ル

コ
前
で
再
び
合
流
し
、
夕
方
５

時
に
県
庁
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
高
島
市
役
所

を
午
前
11
時
頃
出
発
し
、
午
後
４

時
に
大
津
市
役
所
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
参
加
者
と
合
流
後
、
県
庁
に
到

着
し
ま
し
た
。県
庁
で
は
、４
コ
ー

ス
合
同
の
集
会
と
県
へ
の
要
請
を

行
い
、
ノ
ー
モ
ア
広
島
・
長
崎
・

福
島
、
反
核
平
和
へ
の
思
い
を
交

流
し
ま
し
た
。

続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
隣
接
す
る
林
業
セ
ン

タ
ー
に
場
所
を
移
し
、
滋
賀
民

報
社
記
者
の
平
野
御
稔
さ
ん
を

講
師
に
「
近
畿
最
大
の
軍
事
基

地
・
饗
庭
野　

そ
の
危
険
な
実

態
」
の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
、

取
材
を
通
じ
て
自
衛
隊
饗
庭
野

演
習
場
で
行
わ
れ
て
い
る
日
米

共
同
訓
練
で
派
兵
の
た
め
の
市

街
戦
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
学
び
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
」、「
平
和
憲
法

を
守
り
、
安
保
法
制
（
戦
争
法
）

の
廃
止
」
に
向
け
た
草
の
根
の

運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
６
日
野
町
反
核
平

和
の
つ
ど
い
」
が
８
月
５
日
、

日
野
町
の
松
尾
公
園
で
開
催
さ

れ
、
日
野
地
区
労
の
一
員
と
し

て
、
日
野
町
職
労
か
ら
も
多
く

の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
非
核
日
野
町
宣
言
の
碑
」

「
非
核
平
和
の
塔
」
前
で
の
開

会
行
事
で
は
、
被
爆
・
戦
後
71

年
、
憲
法
公
布
70
周
年
を
迎
え

た
今
年
、
米
国
の
オ
バ

マ
氏
が
現
職
大
統
領
と

し
て
初
め
て
広
島
祈
念

公
園
を
訪
問
す
る
と
い

う
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
世
界
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
政
府
は
、
国
連
総
会

で
の
「
核
兵
器
禁
止
を

求
め
る
決
議
」
に
棄
権

す
る
な
ど
、
核
廃
絶
に

消
極
的
な
姿
勢
を
取
り

草
の
根
の
運
動
広
が
る

日
野
町
反
核
平
和
の
つ
ど
い

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
２
日

目
の
８
月
５
日
に
、
全
国
か
ら

98
人
が
参
加
す
る
中
、
自
治
労

連
の
独
自
企
画
の
「
第
39
回
自

治
体
労
働
者
平
和
の
つ
ど
い
in

広
島
」
が
広
島
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
広
島
市
長
・

長
崎
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
、
広
島
県
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
理
事
長
で
被
爆
者
の

佐
久
間
邦
彦
さ
ん
の
記
念
講
演

と
３
人
か
ら
の
特
別
報
告
を

受
け
、「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

を
許
さ
な
い
闘
い
と
結
合
し

て
、
核
廃
絶
世
論
を
職
場
・
地

域
か
ら
ひ
ろ
げ
て
い
く
こ
と
の

行
動
提
起
が
さ
れ
、
参
加
者
全

員
で
平
和
の
取
り
組
み
・
戦
争

す
る
国
づ
く
り
を
阻
止
す
る
運

動
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

核のない世界、住民の命
と暮しをまもる自治体を

第
39
回
自
治
体
労
働
者
平
和
の
つ
ど
い
in
広
島

日野町反核平和の
つどい（8/5）

平和への想いを深めた広島集会（8/5）

滋賀県へ反核・平和の要請（8/9）


